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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣 イノシシ、シカ、サル、 

 計画期間 令和 8 年度 ～ 令和 10 年度  

 対象地域 高知県土佐清水市 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和 6 年度） 

 

鳥獣種類 

被害の現状 

品目 
被害数値 

面積（ha） 金額(千円) 

イノシシ 

稲 

果樹 

野菜 

いも類 

0.20 

0.01 

0.20 

0.15 

200 

17 

850 

800 

合計 0.56 1,867 

シカ 

稲 

果樹 

野菜 

0.10 

0.06 

0.03 

150 

250 

360 

合計 0.19 760 

サル 

稲 

果樹 

野菜 

いも類 

0.10 

0.15 

0.2 

0.1 

100 

375 

60 

50 

合計 0.28 585 

 

（２）被害の傾向 

①イノシシ 

ａ．生息状況：土佐清水市全域 

ｂ．被害の発生時期：年間を通じて継続的に発生 

ｃ．被害の発生場所：里山付近の耕作地や人家 

ｄ．被害地域の増減傾向：侵入防止柵設置等の効果により被害額は減少傾向とな

っているが、侵入防止柵等の対策を行っていない地区では、一定被害が確認され

ている。 

 

②シカ 

ａ．生息状況：土佐清水市全域 

ｂ．被害の発生時期：年間を通じて継続的に発生 

ｃ．被害の発生場所：里山付近に生息している個体が耕作地や人家付近に出没し

て、農作物への被害を発生させている。市内全域に広がっている。 



ｄ．被害地域の増減傾向：侵入防止柵設置等の効果により被害額は減少傾向とな

っているが、侵入防止柵等の対策を行っていない地区では、一定被害が確認され

ている。 

③サル 

ａ．生息状況：土佐清水市全域 

ｂ．被害の発生時期：年間を通じて継続的に発生 

ｃ．被害の発生場所里山付近の耕作地や人家周辺など、市内全域において発生

し、人への危害についても危惧される状況である。 

ｄ．被害地域の増減傾向：サルを効果的に捕獲することは難しく、捕獲による対

策が進まず被害の拡大が危惧される状況である。 

 

（３）被害の軽減目標 

指標 現状値（令和 6 年度） 目標値（令和 10 年度） 

被害面積（ha） 被害金額（千円） 被害面積（ha） 被害金額（千円） 

イノシシ 0.56 1,867 0.392 1,306 

シカ 0.19 760 0.133 532 

サル 0.28 585 0.196 409 

計 1.03 3,212 0.721 2,247 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等に

関する取

組 

 

 

（捕獲体制の整備） 

・土佐清水地区猟友会の各支部へ有

害鳥獣捕獲を被害者等が依頼してい

る。 

（捕獲機材の導入） 

・鳥獣被害対策協議会により捕獲

檻、センサーカメラを導入し、貸出

を実施。 

・市単独事業での檻の購入及び制作

へ補助事業。 

（その他捕獲に関する取組） 

・捕獲報償金制度を設け、イノシ

シ、シカ、サルの捕獲促進。 

・新たな狩猟者確保のため狩猟免許

取得への補助事業 

 

・狩猟者の高齢化及び減少 

 

防護柵の

設置等に

（侵入防止策の設置） 

・国交付金を活用し、集落全体を囲

・柵の設置及び管理に関する体制の

構築 



関する取

組 

む防護柵の設置を進めている。 

・市事業で各耕作地等への防護柵設

置を進めている。 

 

 

生息環境

管理その

他の取組 

（被害防止技術等に関する知識の普

及） 

被害を受けた関係者に対し、鳥獣被

害対策専門員や市担当職員で連携

し、被害状況に応じた対応策を指導

している。 

・生息状況の把握 

・農地の放任作物や耕作放棄地の解

消 

 

 

（５）今後の取組方針 

・被害防止計画を策定するにあたり、被害軽減目標を令和10年度までに30％減と

する。 

今後の取り組みとしては、 

・効果的な侵入防止柵設置等による防除対策を進める。 

・ICT（情報通信技術）機器やGIS（地理情報システム）の活用等により鳥獣の生

息状況及び生息環境等に関する情報把握等より効率的な対策を実施できるよう検

討を行う。 

・捕獲従事者の確保を促進するための補助事業や啓発活動等を通して、狩猟者の 

育成に努める。 

・近隣市町村と連携して有害捕獲について協議を行い、協力体制を構築する。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

土佐清水地区猟友会各支部が、被害者の依頼（市からの斡旋を含む）を受けて、

銃器、ワナ等による捕獲を実施する。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和 8 年

度 

イノシシ 

シカ 

サル 

・猟友会各支部と連携し有害鳥獣の捕獲を実施 

・狩猟免許の取得を啓発し担い手の確保 

・防護柵等の設置に対する補助事業の啓発 

・鳥獣被害対策協議会により捕獲檻、センサーカメラの

導入 

令和 9 年

度 

イノシシ 

シカ 

サル 

・猟友会各支部と連携し有害鳥獣の捕獲を実施 

・狩猟免許の取得を啓発し担い手の確保 

・防護柵等の設置に対する補助事業の啓発 

・鳥獣被害対策協議会により捕獲檻、センサーカメラの導

入 



令和 10 年

度 

イノシシ 

シカ 

サル 

・猟友会各支部と連携し有害鳥獣の捕獲を実施 

・狩猟免許の取得を啓発し担い手の確保 

・防護柵等の設置に対する補助事業の啓発 

・鳥獣被害対策協議会により捕獲檻、センサーカメラの導

入 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

イノシシ 

捕獲頭数については、前回の計画値（570頭）と令和4年度から令和6年度の3年間

の平均値（648頭）により、計画数を610頭とする。 

（令和4年度：500頭、令和5年度：622頭、令和6年度：823頭） 

シカ 

捕獲頭数については、前回の計画値（1020頭）と令和4年度から令和6年度の3年

間の平均値（863頭）により、計画数を940頭とする。 

（令和4年度：910頭、令和5年度：804頭、令和6年度：876頭） 

サル 

捕獲頭数については、前回の計画値（50頭）と令和4年度から令和6年度の3年間

の平均値（37頭）により、計画数を40頭とする。 

（令和4年度：40頭、令和5年度：26頭、令和6年度：47頭） 

 

対象鳥獣 

 

捕獲計画数等 

令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

イノシシ 610 610 610 

シカ 940 940 940 

サル 40 40 40 

 

 捕獲等の取組内容 

関係機関と連携を取りながら，捕獲手段・時期・場所等の最善策を立て

る。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

特になし 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

土佐清水市全域 

 

対象鳥獣については，既に県から権限が委譲されてい

る。 

 



４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 

 

整備内容 

令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

イノシシ 

シカ 

サル 

・電気柵及び金網柵

等の設置（市単独補

助事業） 

・電気柵及び金網柵

等の設置（市単独補

助事業） 

・電気柵及び金網柵

等の設置（市単独補

助事業） 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 

 

取組内容 

令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

イノシシ 

シカ 

サル 

設置後の維持管理の

重要性について説明

し、適切な管理に対す

る知識の向上に対し

啓発を行う。 

設置後の維持管理

の重要性について

説明し、適切な管理

に対する知識の向

上に対し啓発を行

う。 

設置後の維持管理の

重要性について説明

し、適切な管理に対

する知識の向上に対

し啓発を行う。 

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和 8 年

度 

イノシシ 

シカ 

サル 

被害を受けた関係者に対し、鳥獣被害対策専門員と連携

し、被害状況に応じた対応策を指導する。  

令和 9 年

度 

イノシシ 

シカ 

サル 

被害を受けた関係者に対し、鳥獣被害対策専門員と連携

し、被害状況に応じた対応策を指導する。 

 

令和 10 年

度 

イノシシ 

シカ 

サル 

被害を受けた関係者に対し、鳥獣被害対策専門員と連携

し、被害状況に応じた対応策を指導する。 

 
 
６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

土佐清水地区猟友会 地域巡回、情報収集・提供 

高知県鳥獣保護管理員  地域巡回、情報収集・提供 

高知県農業協同組合三崎出張所 地域巡回、情報収集・提供 

土佐清水市森林組合 地域巡回、情報収集・提供 
 
 
 



 
（２）緊急時の連絡体制 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

捕獲した有害鳥獣については、捕獲者各自で環境に配慮して適切に埋設、又は食 

用としてなど適切な方法で処理を行う。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 必要に応じて検討する 

ペットフード 必要に応じて検討する 

皮革 必要に応じて検討する 

その他 

（油脂、骨製品、角 

製品、動物園等で 

のと体給餌、学術 

研究等） 

必要に応じて検討する 

 

（２）処理加工施設の取組 

必要に応じて検討する 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

必要に応じて検討する 

 

９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 土佐清水市有害鳥獣被害対策協議会 

構成機関の名称 役割 

土佐清水市農林水産課 鳥獣害防止計画の作成、協議会の事務局と協議 

会の運営 

土佐清水地区猟友会 有害鳥獣関連情報の提供、有害鳥獣捕獲の実施 

高知県 

土佐清水市 

関係団体 

農業協同組合、農業共済組合、森林組合 

中村警察署清水警察庁舎 

土佐清水地区猟友会 

高知県鳥獣保護管理員 

連絡調整・情報提供 

連絡調整・情報提供 

住

民 

通報 



高知県農業協同組合三崎出張所 有害鳥獣関連の情報提供（被害状況等） 

高知県鳥獣保護管理員 有害鳥獣関連の情報提供、鳥獣保護に関する業 

務 

土佐清水市連合区長会 有害鳥獣関連の情報提供（被害状況等） 

土佐清水市森林組合 有害鳥獣関連の情報提供（被害状況等） 

その他、鳥獣対策に関して必要

と認められる者 

有害鳥獣関連の情報提供（被害状況等） 

 
（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

高知県 有害鳥獣捕獲及び被害防止対策に関する 

情報交換及び技術的指導 

高知県鳥獣保護管理員 有害鳥獣捕獲に関する情報提供 

鳥獣被害対策専門員 有害鳥獣被害に関して捕獲及び被害防止 

対策の技術的指導及び普及活動 
 
（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

設置日：平成２６年３月３１日 

任期 ：１年 

構成 ：民間隊員０名、市職員 ４名（うち、対象鳥獣捕獲員０名） 

実施隊が行う被害防止施策： 

捕獲わな設置、集落点検見回り、追い払い、生息・被害調査、広報、被害 

防除の啓発、侵入防止柵の設置等 

事務局：土佐清水市農林水産課 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

鳥獣被害対策実施隊の民間隊員の編成予定はないが、必要に応じて体制に関する

検討を行い、効果的な被害軽減を目指す。 

 

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

必要に応じて近隣市町村と連携して、有害鳥獣に関する事項について、情報共有

を行い、有害鳥獣対策を検討する。 

 


